
　かんかん塚古墳は、５世紀後半に造られた直径 21m×26m の楕円形をした

古墳です。出土した副葬品には、よろい・冑 (ｶﾌﾞﾄ) などの武具の他に、馬

具類が含まれていました。鐙(ｱﾌﾞﾐ・馬に乗る時の足をかけるもの)、轡(ｸﾂﾜ・

馬の口に噛ませ、馬を制御するためのもの )、三環鈴 (ｻﾝｶﾝﾚｲ・装飾品とし

て馬の尻や胸につけた鈴 )などです。

　乗馬の風習は、日本には５世紀頃に伝わりました。かんかん塚古墳から

出土した馬具は、馬具の中でも初期の形のものであり、甲府盆地には乗馬

の風習がいち早く伝わったことがわかります。

　かんかん塚出土の鐙 (ｱﾌﾞﾐ) は、足をかける部分が輪状の輪鐙 (ﾜｱﾌﾞﾐ) で

あり、木の長い角棒を丸くたわめて形を作ってから鉄の板で覆ったつくり

です。


